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論文内容の要旨
(一)本書では次の諸点が検討されている。





































念とは完全に意味を異にしている。ハンス・ K ・シュノレツェは， r国王自由人J 理論は批判される乙と
は稀であり，加えられたわずかの批判も「まったく無視されるか，古臭い『解釈学的法史学j(rechts ・






























(d) I国王J 自由人の存在は認められない口ミュラー二メノレテンスも「国王J 自由人と考えている
Aprisionare の場合もなぜ自由であるかの決定的な点で「国王J 自由人としての要件を欠いてい
る。参考論文中の I Aprisionäre考j から明らかなように，乙の者らはI汝らの古き自由身分Canti­








(3)(a) 修道院の所領支配権は国王の保護下で，国王 lとより特権を授与される中で確立している D
(b) 修道院長自由選挙権，インムニテート，裁判上の特権などがそれである。
(c) 確立された支配権は国王以外の上位の支配権をもたない。
(d) しかも多くの点で国王の支配権からさえ自由になっていく。
(4) 乙のことは，王国の人と物とに対する国王の公的な支配権が間接的なものになり，直接的な支配
権が修道院の私的支配権の中に集積されていく乙とを意味している。
(5) 国王が修道院に対して数多くの特権を与えているのは，国王の役人的性格をもちながらも自立化
し権力の伸張を図るグラーフなど貴族の権力を抑え，国王直属の支配圏を創出し，確保しようとす
る対教会政策の一環であると考えられる。
(四)第三章では，この修道院の支配の下に，国王の支配権を離れて，自由人のある者は実際どのよう
にして入っていくのかが検討されている。
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(1)(a) r証書集』からわずかに確認できるのは，修道院との間の人的な結合が服属の契機になってい
る，という点である。例えば， レオナ jレドなる者とその子孫とは修道院長を唯一人の主人とし，
その支配に服する乙とを条件にして修道院の土地の所持を認められている。他に，修道院長を保
護者と頼み，その保護を与えられることを条件にして寄進している者がいる。乙れらは「自己託
身AutotraditionJ による，修道院の支配権への服属の事例と考えられる。
(b) 自分の全財産を寄進し，買戻権なしにそれを借り戻すことが服属の契機になっている，という
点である。この場合は，経済的自立性の欠如が，不自由身分あるいは不完全自由人という「下級
身分への同化J を事実として余儀なくさせている事例のように思われる。参考論文中の iFrej­
gelassene考」は，自由人と不完全自由人(=解放奴隷)との事実上の「同化」を史料的に確認でき
るかどうかの検討を試みたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，西欧封建社会成立期の歴史像をいかに描き出すかという重要な問題に関し，対立する諸学
説の厳密な批判的検討によって一つの理論的立場を構築しつつ カピ卜ゥラリアおよび聖ガレン修道院
証書という二つの基本史料の分析に基づ、いて，以下の三点に関する実証的解明を行っている。すなわち，
一，中世初期の自由人の実態，二，聖ガレン修道院におけるグルントへlレシャフト(荘園)の形成過程，
三，聖ガレン修道院に対する自由人の隷属化(農奴化)過程，以上である口そしてその解明を通じ，国
王自由人学説に対する鋭い批判を行っている。
乙れは，わが国の法制史学界のみならず歴史学界に対する大きな寄与であり，従来の学界の水準をは
るかに越える成果であると見倣されるので，従って本論文は，参考論文「中世ドイツ法の研究J と併せ
て，法学博士の学位授与に十分価するものと判定する。
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